








くり返し人工妊娠中絶に関する一考察
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平成 6年度に行った女性を対象とした調査から特にくり返し中絶について検討を行った。

年齢が上がるにしたがい中絶経験者が増加するが、 24 歳までに 10%、 34 歳までに 15%、 44

歳までに 30%前後に達し、 30 代後半から急増することが分る。全体として中絶縫験者は

18%である。

くり返し中絶率を見るとやはり 35 歳を境に急増している。 45 歳以上ではかえってさが

るが生殖能力の低下に起因しているものと思われる(表)。全年齢について平均すると 24.

3%であった。

中絶経験は教育歴別に見ると明らかな傾向が見られる。中卒では約 40%、高卒で 25%、専

門学校卒では 20%、大学卒以上では 15%程度である。

くり返し中絶についても教育歴別に見てきわめて顕著である。大学卒以上では 20%弱であ

り、中学卒では 45%にもなる。  ここで注意を引くのは専門学校卒は高校卒より 10%以上

も高いことである。前表と比校してみるとわかるように中絶経験そのものは専門学校卒は

低いにもかかわらずくり返し中絶率が高いことである。  このことは専門学校卒の女性に

おけるくり返し中絶は一部の人に集中しているものと推察される。

3.夫の協力度とくり返し妊娠中絶

夫が避妊に協力的と答えている人の中絶経験率は 20%であったが、非協力的としている人

の経験率は 30%であった。わからないと答えている人の経験率はその中間の 25%前後であ

った。

くり返し中絶についても夫が避妊に協力である場合は 20%であり、避妊知識の不足してい

ることも否定できないが適切な避妊手段が普及していないための限界であろう。表として

示さないがコンドーム使用者937 名のうち避妊に失敗して中絶となったと答えているひと

は約 20%であり、 さらにそのうちくり返し中絶となった率は 23%であったことはコンドー

ムを主体としている現況では乗り越え難いラインかもしれない。夫が非協力あるいはわか

らないの場合はさらに高く 30%を超える。すなわち非協力・無関心により 10-15%の上乗せ

となり、教育啓蒙により予防可能のできる部分である。


